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 本稿では WWRP-THORPEXと WCRPが共
同で実施する研究プロジェクト「季節内から季
節時間スケールの予測研究プロジェクト





















	 平成 20 年 12 月に開かれた第 15 回世界気象
機関大気科学委員会(WMO CAS)による季節
内から季節時間スケールの予測研究の推進の















成 24 年４月)、および、WWRP と WCRP の




WMO 本部、ジュネーブにて。共同議長は Frederic	 
Vitart氏	 (前列右端)とAndrew	 Robertson	 氏（前
列左端）。	 





































ッ ク は "Sources of predictability at the 
subseasonal timescale - windows of oppor- 











































































時間ずらし摂動法(LAF 法; Lagged Average 
Forecasting method; Hoffman et al. 1983)と
BGM 法(Breeding of Growing Mode method, 
Toth and. Kalnay 1993)を併用してアンサン
ブル初期値を作成している。一方、ECMWF、
UKMO などは木曜日の 00UTC を初期値とし




CAWCR、NCEP、 UKMO の 6 機関は木曜日
を初期値とする予報を出しているといった共
通点がある。主要な 12 の気象機関は WMO の






	 データのアーカイブについては TIGGE の
技術的な資産を活かすため、ECMWF のサー
バーで行うことが有力候補である。データセッ






























































Hoffman, R. N. and E. Kalnay, 1982: Lagged 
average forecasting, an alternative to Monte 
Carlo forecasting. Tellus, 35A, 100-118. 
Kirtman, B. and A. Pirani, 2009: The State 
of the Art of Seasonal Prediction: Outcomes 
and Recommendations from the First World 
Climate Research Program Workshop on 
Seasonal Prediction. Bull. Amer. Meteor. 
Soc., 90, 455–458. 
Toth,Z. and E. Kalnay, 1993: Ensemble 
forecasting at NMC: The generation of 
perturbations. Bull. Amer. Meteor. Soc., 
74, 2317-2330. 
高谷 祐平 2012: 再予報・ハインドキャスト. 










































表２	 単面データの提供要素	 	 
表３	 海洋データの提供要素	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